
160外交Vol.12

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
在
日
米
軍
が
大
規
模
な
「
ト
モ

ダ
チ
作
戦
」
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
ま
だ
人
々
の
記
憶
に
新
し
い
。

こ
の
光
景
は
、
八
九
年
前
の
関
東
大
震
災
に
際
し
て
、
海
外
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
援
助
活
動
と
そ
の
対
応
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
は
、
死
者

行
方
不
明
者
は
一
〇
万
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
日
本
最
大
の
貿
易
港
横
浜

と
首
都
東
京
は
地
震
と
地
震
後
の
火
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
東
京
・
横
浜
の
各
国
外
交
団
、
実
業
家
、
教
師
や
宣
教
師
な
ど
在

留
外
国
人
も
被
災
し
、
犠
牲
者
は
一
七
九
六
名
に
の
ぼ
っ
た
。
湘
南
で

は
夏
休
み
最
後
の
週
末
を
家
族
と
共
に
楽
し
ん
で
い
た
欧
米
人
が
津
波

に
襲
わ
れ
、
横
浜
で
は
煉
瓦
造
り
の
建
物
倒
壊
で
フ
ラ
ン
ス
領
事
ら
圧

死
者
も
多
か
っ
た
。
東
京
で
は
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
地
震

後
の
火
災
で
焼
失
し
た
大
使
館
も
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
震
災
の
報
が
海
外
に
も
届
く
と
、
第
一
次
大
戦
後
の
国
際

協
調
の
時
代
、
三
〇
以
上
の
国
か
ら
緊
急
援
助
や
見
舞
い
が
寄
せ
ら

れ
た
。
し
か
し
そ
の
受
入
対
応
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
成
立
直
後
の

時
期
、
日
本
と
各
国
と
の
個
々
の
関
係
を
反
映
し
て
混
乱
を
極
め
た
。

震
災
直
後
の
九
月
を
中
心
に
、
日
本
の
援
助
受
入
体
制
作
り
を
踏
ま

え
、
対
照
的
な
援
助
と
対
応
を
示
し
た
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
ケ
ー
ス

か
ら
、
日
本
の
対
外
認
識
や
外
交
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
残
し
た
か

関
東
大
震
災
が

も
た
ら
し
た「
友
情
」

―
―
そ
の
外
交
的
帰
結

常
磐
大
学
講
師

飯
森
明
子

東
日
本
大
震
災
で
は
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
を
通
し
て

絆
を
確
認
し
た
日
米
。
八
九
年
前
の
関
東
大
震
災
で
も
、

深
い
友
情
が
結
ば
れ
た
は
ず
だ
っ
た
。

い
い
も
り
　
あ
き
こ
　

常
磐
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。
博
士
（
人
間
科
学
）。
著
書
に
『
関
東
大

震
災
と
日
本
外
交
』、
編
著
に
『
日
中
友
好
議
員
連

盟
関
係
資
料
』
な
ど
が
あ
る
。

歴
史
と
の
対
話

連
載
❺



161

を
紹
介
し
た
い
。

受
入
体
制
の
混
乱
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
決
定

　

震
災
直
前
の
八
月
下
旬
、
加
藤
友
三
郎
前
首
相
が
死
去
し
、
山
本
権

兵
衛
に
大
命
が
降
下
し
て
い
た
。
入
閣
交
渉
の
最
中
、「
政
治
の
空
白
」

期
に
震
災
が
発
生
し
た
。
外
相
と
し
て
入
閣
を
望
ん
で
い
た
後
藤
新
平

は
急
遽
内
相
に
就
任
し
、
山
本
首
相
の
外
相
兼
任
を
決
め
て
、
九
月
二

日
夕
方
「
震
災
内
閣
」
が
発
足
し
た
。
同
日
陸
軍
主
導
で
戒
厳
令
が
施

行
さ
れ
、ま
た
内
務
省
主
導
の
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
も
設
置
さ
れ
た
。

　
「
政
府
総
掛
り
」
と
さ
れ
た
同
事
務
局
に
は
、
各
省
な
ど
か
ら
実
務

者
ト
ッ
プ
ら
が
集
ま
り
対
応
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、発
足
当
初
、

司
法
・
文
部
・
外
務
の
三
省
代
表
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
外
務
省
は
ま

ず
独
自
に
外
国
人
の
安
否
確
認
や
外
交
団
へ
援
助
希
望
の
調
査
を
開
始

し
た
。
震
災
か
ら
数
日
経
つ
と
海
外
か
ら
も
義
援
金
や
物
資
な
ど
が
届

き
始
め
、食
糧
物
資
を
載
せ
た
船
舶
も
東
京
湾
に
集
ま
っ
て
混
雑
し
た
。

六
日
に
な
っ
て
外
務
省
か
ら
永
井
松
三
が
物
資
受
入
担
当
と
し
て
同
事

務
局
委
員
に
加
わ
っ
た
。

　

一
一
日
、
対
応
に
迫
ら
れ
た
政
府
は
よ
う
や
く
海
外
か
ら
の
援
助
受

入
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
閣
議
決
定
し
た
。
そ
の
要
点
は
、
第
一
に
コ
メ

を
除
く
食
料
な
ど
物
資
提
供
は
喜
ん
で
受
け
る
、
第
二
に
人
員
の
派
遣

は
「
言
語
風
俗
等
の
関
係
上
錯
綜
を
来
た
す
の
虞
」
を
理
由
に
辞
退
す

る
、
第
三
に
「
秩
序
安
寧
を
保
持
す
る
に
於
て
緊
要
」
の
た
め
船
舶
入

港
は
日
本
側
で
調
査
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
の
援

助
は
義
援
金
が
望
ま
し
い
と
い
う
通
達
が
出
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
日
本
政
府
に
と
っ
て
望
む
援
助
の
優
先
順
位
は
カ
ネ
、
次
が

モ
ノ
、
最
後
が
ヒ
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

も
実
際
の
援
助
が
本
格
化
し
て
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
外
務
省
が

在
留
外
国
人
救
護
の
他
に
海
外
か
ら
の
援
助
の
受
入
に
対
応
す
る
と

は
、
震
災
直
後
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

な
し
崩
し
に
受
け
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
援
助

　

ワ
シ
ン
ト
ン
に
震
災
の
第
一
報
が
届
い
た
の
は
現
地
時
間
九
月
一
日

夜
で
あ
っ
た
。
ク
ー
リ
ッ
ジ
大
統
領
は
、
た
だ
ち
に
全
米
に
向
け
て
次

の
三
つ
の
指
示
を
発
し
た
。
第
一
に
、
た
だ
ち
に
東
ア
ジ
ア
地
域
の
陸

海
軍
を
救
援
に
向
け
る
こ
と
、
第
二
に
、
米
赤
十
字
社
を
通
じ
て
義
援

金
募
集
を
行
う
こ
と
、
第
三
に
、
太
平
洋
航
路
の
す
べ
て
の
船
舶
に
対

し
て
一
ヵ
月
間
日
本
へ
の
救
援
物
資
輸
送
に
あ
た
る
こ
と
、
で
あ
っ

た
。「
一
分
早
け
れ
ば
一
人
余
計
に
助
か
る
」「
日
本
を
救
え
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
全
米
で
官
民
挙
げ
て
大
規
模
な
日
本
へ
の
援
助
活
動
が

始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
義
援
金
総
額
は
翌
年
三
月
末
ま
で
に

一
五
〇
〇
万
円
弱
、
第
二
位
の
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
三・
五
倍
以
上
に
も

上
る
金
額
で
あ
っ
た
。
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と
り
わ
け
、
米
ア
ジ
ア
艦
隊
の
迅
速
な
動
き
は
め
ざ
ま
し
く
、
九

月
五
日
深
夜
、
駆
逐
艦
七
隻
が
中
国
近
海
か
ら
食
料
を
急
遽
調
達
し

て
東
京
湾
に
到
着
し
た
。
以
後
二
〇
日
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
の
船
舶

一
九
隻
が
膨
大
な
量
の
食
料
、
毛
布
、
建
設
資
材
な
ど
救
援
物
資
を

載
せ
て
入
港
し
た
。
ま
た
東
海
道
線
が
不
通
の
た
め
、
横
浜
＝
清
水

間
で
被
災
者
輸
送
に
も
あ
た
っ
た
。

　

次
に
注
目
し
た
い
の
が
、
日
本
で
ア
メ
リ
カ
の
活
動
を
と
り
ま
と

め
た
ウ
ッ
ズ
駐
日
大
使
で
あ
る
。
ウ
ッ
ズ
は
二
日
、
震
災
の
発
生
と

米
大
使
館
員
全
員
の
無
事
を
伝
え
、
同
時
に
食
料
の
急
送
を
求
め
る

電
報
を
本
国
に
打
っ
た
。
ウ
ッ
ズ
は
帝
国
ホ
テ
ル
に
大
使
館
を
移
し

て
、
避
難
し
て
い
た
多
く
の
欧
米
人
に
英
語
情
報
の
提
供
と
救
護
を

行
い
、
援
助
活
動
の
本
部
と
し
て
活
動
し
た
。
だ
が
、
日
本
側
の
縦

割
り
行
政
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
に
よ
る
混
乱
の
た
め
か
、
援

助
活
動
の
許
可
を
得
る
に
も
外
務
省
と
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
と
戒

厳
司
令
部
と
の
連
携
は
不
十
分
だ
っ
た
と
、
米
大
使
館
付
武
官
報
告

か
ら
読
み
取
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
援
助
が
進
行
す
る
な
か
で
、
日
本
海
軍
関
係

者
は
、
地
震
と
津
波
の
被
害
を
受
け
た
横
須
賀
鎮
守
府
な
ど
が
見
え
る

東
京
湾
を
、
ま
た
外
国
船
の
入
港
を
認
め
て
い
な
い
東
京
港
を
、
外
国

の
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
が
航
行
し
て
い
る
こ
と
に
不
快
感
を

抱
き
始
め
た
。
そ
の
急
先
鋒
は
の
ち
に
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
反
対
運
動
を

展
開
す
る
加
藤
寛
治
第
二
艦
隊
司
令
長
官
で
、
米
海
軍
の
援
助
活
動

を
好
意
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
財
部
彪
海
相
ら
に
厳
し
い

対
応
を
迫
っ
た
。

ベルギーでは義捐金を集めるために各地で演劇やコンサートが
開催された。写真はその様子を伝える報告書に添えられたコン
サートのプログラム（提供：外交史料館）
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
さ
ら
に
続
い
た
。

米
陸
軍
は
マ
ニ
ラ
基
地
か
ら
二
隻
の
計
約
三
〇
〇
名
か
ら
な
る
医
療

チ
ー
ム
を
送
り
、
一
五
日
第
一
便
が
到
着
し
た
。
横
浜
と
東
京
で
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
手
術
設
備
の
あ
る
三
つ
の
野
戦
病
院
を
開
設
し
て
二
四
〇
〇

名
以
上
を
治
療
し
、
簡
易
ベ
ッ
ド
を
合
わ
せ
れ
ば
計
六
〇
〇
〇
床
に
相

当
す
る
病
院
の
全
機
材
を
日
本
に
譲
っ
た
。

　

日
本
の
状
況
や
心
理
に
も
配
慮
し
た
ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
多
く
の
日

本
人
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
、
ウ
ッ
ズ
も
二
四
日
、
日
米
間
の
「
か
つ
て

の
猜
疑
と
敵
対
は
打
ち
砕
か
れ
た
」、
援
助
に
よ
り
「
ど
ん
な
条
約
よ

り
も
は
る
か
に
強
力
な
友
情
で
我
々
は
結
び
つ
い
た
」
と
本
国
に
報
告

し
た
。あ
る
女
性
は
当
時
を
振
り
返
っ
て
こ
う
語
る
。「
ら
く
だ
の
毛
布
、

軽
く
て
暖
か
い
ん
だ
も
の
。
食
料
も
う
ん
と
来
ま
し
た
も
の
、
何
で
も

ア
メ
リ
カ
。
今
で
も
ア
メ
リ
カ
大
好
き
」。
翌
年
春
、
東
京
駅
ま
で
の

沿
道
を
日
本
人
が
埋
め
尽
く
し
、
一
時
帰
国
す
る
ウ
ッ
ズ
大
使
に
援
助

活
動
へ
の
謝
意
を
表
し
た
。
日
本
の
被
災
者
は
ア
メ
リ
カ
の
人
道
行
為

に
率
直
に
感
謝
し
、
日
本
に
お
い
て
は
移
民
問
題
を
め
ぐ
る
わ
だ
か
ま

り
は
完
全
に
消
え
去
っ
た
と
思
わ
れ
た
。

拒
否
さ
れ
た
ソ
連
の
援
助

　

日
本
海
を
は
さ
ん
で
ソ
連
に
も
震
災
の
報
は
届
い
た
。
チ
チ
ェ
リ
ン

外
相
は
九
月
五
日
、
日
本
へ
の
援
助
を
表
明
、
救
援
船
の
派
遣
を
決
定

し
た
。
ソ
連
に
最
後
に
加
わ
っ
た
沿
海
県
政
府
も
社
会
主
義
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
援
助
を
計
画
し
た
。
驚
い
た
渡
辺
理
恵
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
総
領
事
代
理
が
ソ
連
側
に
数
々
の
注
意
指
示
を
与
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
名
を
急
遽
わ
ざ
わ
ざ
「
レ
ー
ニ
ン
」
号
と
変

え
、
医
療
チ
ー
ム
六
七
名
を
含
む
計
一
八
〇
名
を
乗
せ
た
救
援
船
が
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
出
航
し
た
。
一
二
日
横
浜
に
入
港
し
た
レ
ー
ニ
ン
号

は
、
通
常
の
検
査
の
ほ
か
、
新
聞
記
者
を
装
っ
た
私
服
警
官
の
検
査
を

受
け
た
。搭
載
品
リ
ス
ト
に
は
印
刷
物
も
あ
り
、「
震
災
は
革
命
の
好
機
」

と
か
「
救
援
物
資
は
労
働
者
に
直
接
手
渡
し
た
い
」
な
ど
と
発
言
し
た

乗
員
や
日
本
人
乗
員
も
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。
社
会
主
義
運
動
を
警
戒

し
て
い
た
な
か
で
の
停
泊
で
あ
っ
た
か
ら
、
夜
間
も
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を

浴
び
せ
乗
員
の
上
陸
を
恐
れ
た
。

　

入
港
直
前
ま
で
は
ソ
連
の
厚
意
と
物
資
を
受
領
す
る
方
針
だ
っ
た
日

本
政
府
も
、
警
戒
態
勢
の
報
告
を
受
け
て
物
資
の
受
領
拒
否
へ
と
方
針

を
急
遽
転
換
し
た
。
で
き
る
だ
け
穏
便
に
援
助
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る

外
務
省
や
海
軍
省
に
対
し
、
戒
厳
司
令
部
参
謀
の
武
田
額
三
陸
軍
大
佐

が
通
告
の
主
導
権
を
握
り
、
罪
人
を
扱
う
よ
う
に
即
刻
国
外
退
去
を

レ
ー
ニ
ン
号
に
命
じ
た
。
さ
ら
に
一
四
日
、
出
港
後
も
海
軍
の
艦
船
が

領
海
退
去
を
確
認
す
る
た
め
追
尾
し
た
。
や
が
て
ソ
連
国
内
の
援
助
活

動
は
静
か
に
止
ま
っ
た
。
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参
謀
本
部
報
告
書
の
対
米
不
信
感

　

震
災
の
混
乱
が
落
ち
着
き
、
援
助
活
動
も
軌
道
に
乗
る
の
が
、
九
月

二
〇
日
前
後
で
あ
る
。人
事
で
も
一
九
日
伊
集
院
彦
吉
が
外
相
に
就
任
、

二
〇
日
戒
厳
司
令
官
が
福
田
雅
太
郎
か
ら
山
梨
半
造
に
交
替
し
た
。

　

同
じ
頃
、
陸
軍
参
謀
本
部
関
係
者
に
よ
り
二
つ
の
書
類
が
作
成
さ
れ

た
。
特
に
二
一
日
付
の
「
震
災
ニ
対
ス
ル
各
国
ノ
同
情
ト
之
ニ
対
ス
ル

観
察
」
は
海
外
か
ら
の
援
助
を
謝
す
る
一
方
で
、
各
国
の
援
助
の
特
徴

と
日
本
外
交
へ
の
影
響
や
対
応
策
を
示
し
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
書
類
は
、
震
災
は
日
本
外
交
に
と
っ
て
各
国
と
の
親
交
を
深

め
、
日
本
人
移
民
へ
の
開
放
を
求
め
、
対
外
貿
易
を
促
進
す
る
た
め
の

「
最
好
転
換
期
を
画
」
す
契
機
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
実
力
試
験
」
で
あ

る
と
い
う
。
と
同
時
に
、
各
国
の
救
援
は
「
人
情
自
然
の
発
露
な
り
と

は
雖
も
唯
単
に
之
を
人
道
問
題
の
み
な
り
と
解
す
る
は
余
り
善
意
に
過

く
る
」、
各
国
の
「
救
済
の
裏
面
に
於
け
る
野
望
及
宣
伝
に
対
し
て
は

十
二
分
に
注
意
を
払
」
う
よ
う
求
め
た
。
ソ
連
の
社
会
主
義
宣
伝
へ
の

警
戒
だ
け
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
援
助
活
動
に
も
、
日
本
側
の
「
対

米
好
感
を
求
め
」
長
期
間
に
わ
た
っ
て
対
日
政
策
を
容
易
に
さ
せ
る
、

「
米
国
流
制
度
思
想
」
を
普
及
す
る
、膨
大
な
復
興
外
債
は
日
本
を
「
所

謂
金
縛
り
」
に
す
る
、
復
興
資
材
の
大
量
供
給
と
「
傷
病
者
孤
児
等
に
対

す
る
救
護
に
依
り
人
心
に
根
底
深
き
米
化
」
を
も
た
ら
す
、「
国
防
諸
般

の
能
力
及
施
設
等
を
内
偵
」
し
て
い
る
、
と
数
々
の
疑
問
点
を
あ
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
一
九
日
付
馬
淵
直
逸
参
謀
本
部
庶
務

課
長
の
書
類
は
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
震
災
復
興
は
日
本

の
自
力
で
行
う
こ
と
、
外
国
か
ら
の
復
興
支
援
は
一
ヵ
国
に
偏
ら
せ
な

い
こ
と
、米
流
の
思
想
流
入
に
対
し
て
日
本
は
「
皇
室
中
心
国
家
主
義
」

を
主
張
す
べ
き
だ
と
論
じ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
時
期

に
お
い
て
、
陸
軍
関
係
者
が
社
会
主
義
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ

流
の
民
主
主
義
に
対
す
る
い
わ
ば
「
思
想
の
国
防
」
も
強
く
意
識

し
た
の
で
あ
り
、
国
際
協
調
へ
の
猜
疑
心
を
抱
く
契
機
に
も
つ
な
が
っ

た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

対
照
的
な
後
日
譚

　

第
一
次
大
戦
後
、
国
際
協
調
を
推
進
す
る
世
論
の
機
運
は
高
ま
り
、

日
本
陸
海
軍
の
影
響
力
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
失
敗
も
あ
っ
て
比
較
的
低

下
し
て
い
た
。特
に
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
を
終
え
て
間
も
な
い
当
時
、

日
本
外
交
の
協
調
軸
は
日
英
か
ら
日
米
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
日
英

同
盟
は
廃
棄
さ
れ
た
が
同
盟
の
「
精
神
」
を
残
す
こ
と
は
両
国
の
合
意

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
援
助
が
、
物
資
や
金

額
の
多
寡
で
は
な
く
「
寧
ろ
精
神
的
方
面
に
於
て
優
る
」
こ
と
に
日
本

は
安
堵
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
援
助
は
活
動
の
内
実
を
問
う
間
も
な
く
、
最
も
早
く
最
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も
大
量
に
、
い
わ
ば
な
し
崩
し
に
ヒ
ト
と
モ
ノ
が
な
だ
れ
を
打
っ
て

入
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
は
第
一
次
大
戦
後
の
好
況
を
背
景
に
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
存
在
を
物
量
作
戦
で
示
し
た
と
も
い
え
る
。
従
来
の
厳
し

い
排
日
移
民
ム
ー
ド
は
、
事
実
、
ア
メ
リ
カ
で
は
同
情
と
援
助
活
動
で

ま
る
で
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
し
ば
ら
く
鎮
ま
っ
た
。
日
本
で

は
政
府
関
係
者
も
民
間
財
界
人
も
大
衆
も
こ
ぞ
っ
て
親
米
感
情
が
高

ま
っ
た
。

　

一
方
前
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
軍
関
係
者
に
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

猜
疑
心
が
す
で
に
震
災
直
後
か
ら
頭
を
も
た
げ
始
め
て
い
た
。
シ
ベ
リ

ア
共
同
出
兵
前
後
の
い
き
さ
つ
と
前
年
の
帝
国
国
防
方
針
改
定
を
受
け

て
対
米
警
戒
感
が
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
震
災
で
第
一
次
大
戦
後
に

得
た
五
大
国
の
地
位
か
ら
転
落
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
、
さ

ら
に
米
艦
の
入
港
に
よ
り
援
助
活
動
を
通
じ
た
軍
事
機
密
の
漏
洩
と
民

主
主
義
の
浸
透
へ
の
警
戒
と
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

転
機
は
意
外
に
早
く
や
っ
て
き
た
。
一
九
二
四
年
に
入
っ
て
か
ら
排

日
移
民
法
案
が
米
議
会
選
挙
に
お
い
て
選
挙
運
動
の
犠
牲
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
米
国
内
の
実
状
を
知
る
日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
法
案
が
成
立
す
る
と
、
多
く
の
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
の
豹
変
に
激

し
く
落
胆
し
た
。
昭
和
天
皇
が
「
加
州
移
民
拒
否
の
如
き
は
日
本
国
民

を
憤
慨
さ
せ
る
に
充
分
な
も
の
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
二
四
年
の

排
日
移
民
法
成
立
に
大
東
亜
戦
争
の
遠
因
を
求
め
る
考
え
方
も
あ
る
。

と
す
る
な
ら
、
も
し
震
災
と
そ
の
直
後
の
援
助
活
動
が
な
け
れ
ば
、
こ

こ
ま
で
の
対
米
感
情
の
落
差
を
日
本
は
経
験
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
活
動
は
、
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
多
く
の
日
本
人
の
心
の
奥
底
に
長
く
根
強
く
残
る
こ
と
に
な
る

親
米
感
情
を
も
た
ら
し
た
一
方
で
、
軍
関
係
者
の
一
部
に
と
っ
て
さ
も

し
い
ま
で
の
対
米
不
信
感
を
生
み
出
す
心
理
的
な
契
機
で
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、「
レ
ー
ニ
ン
号
」
事
件
と
呼
ば
れ
、
唯
一
援
助
活
動
を
全
面

拒
否
さ
れ
た
ソ
連
の
ケ
ー
ス
は
、
ロ
シ
ア
革
命
後
の
国
交
の
な
い
な
か

で
、
双
方
の
誤
認
と
誤
断
、
さ
ら
に
は
不
慮
の
事
故
も
重
な
り
、
想
定

外
の
事
態
が
連
続
し
た
。
結
果
と
し
て
援
助
の
成
果
は
何
も
な
か
っ
た

か
ら
、
通
常
な
ら
両
国
は
面
子
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
、
抗
議
の
応
酬
が

続
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。と
こ
ろ
が
、日
ソ
両
国
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
互
い
に
態
度
の
非
を
率
直
に
反
省
し
、
む
し
ろ
国
交
交
渉
に
弾

み
を
つ
け
て
一
九
二
五
年
国
交
が
成
立
し
た
。
ソ
連
の
援
助
は
失
敗
で

も
、
外
交
で
は
「
禍
転
じ
て
福
」
に
つ
な
が
っ
た
。

　

国
境
を
越
え
た
緊
急
援
助
活
動
は
、
時
代
に
関
係
な
く
、
人
々
の
間

に
強
い
友
好
感
情
を
も
た
ら
し
国
際
交
流
の
種
を
蒔
く
。
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
援
助
と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
、
後
の
外
交
政
策
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
関
東
大
震
災
の
経
験
は
語
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
■




